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ここに2006年度図書館年報をお届けします。
2006年度における図書館の基幹的事業は、研究支援、教育支援の両面
にわたって、所蔵資料のデジタル化を中心とした施策をいっそう推進する
ことを中心としておこなわれてきました。「誰でも、いつでも、どこから
でも学術資源にアクセスできる」施策を実現したものです。また、図書館
の独自企画として「双六－近代日本の人生ゲーム」「曲亭馬琴と江戸の文
人たち」「早稲田ゆかりの人々Ⅰ－田中光顕」などの開催、125周年企画
「角田柳作」展1)の立案、他の箇所企画に対する積極的な支援、利用者サ
ービスの充実を指向した中央図書館の平日開館時間の午後10時までの延
長、日曜開館日の増設など、対応してきました。
学外の活動としては、国立情報学研究所が中心になって進めている「機
関リポジトリ」に参画し、全国の大学図書館相互の協働をふまえた学術資
源の共有化と学術情報の発信にその幹事校として大きな役割を担ってきま
した。この2月には、「機関リポジトリをデザインする」のテーマで、デ
ジタルリポジトリ連合2)主催のワークショップが早稲田大学において開催
され、全国の大学図書館から100名を超える関係者の参加を得て、機関
リポジトリの設計とコンテンツについて有意義な検討が行われました。
大学図書館を取り巻く環境は急速に変化しています。このような流れの
中で、早稲田大学図書館はわが国全体の図書館行政において先導的な役割
を果たしてきました3)。特に、機関リポジトリ構想の推進にあっては、私
立大学としてその独自性、自立性を大切にしながら図書館スタッフの精力
的な対応によってこれに参画し、「私立大学としての早稲田」がその中核
として活動しています。
大学は創立125周年をこの10月に迎えるわけですが、ポスト125周年
を見据えて大学図書館としての今後の展望を鋭意検討しているところでも
あります。とりわけ、研究教育支援におけるわが図書館の体制については、
総合大学における図書館の役割や機能を明確にしておく必要があります。
基盤的な教養教育、情報リテラシー教育が重視される上で、わが図書館が
オープン教育センター、MNC、遠隔教育センターなどと密に連携しつつ、
利用者が図書館の有する学術資源を日常的な学習・研究にいっそう有効に
活用する方向性が確立されるべきものと考えています。オープン教育にお
ける図書館の主体的な関与、学術情報システムを学生が有効に活用するた
めの情報基盤整備の積極的な推進、そのためのコンテンツの充実、雑誌セ
ンター的機能を中核とした学習・研究施設の整備など、学生・院生のため
の学習支援、研究支援を前面に打ち出した図書館政策の理論構築とその実
現が焦眉の課題となりましょう。今後、大学本部、学部、大学院、付属機
関と連携しながら、図書館として、諸施策を推進していく所存です。
創立125周年後を見据えて、いっそう開かれた早稲田大学図書館を実
現する上で、図書館協議員会、高田記念図書館運営協議会、各箇所の図書
委員会などを通じ、広くご意見をいただければと思います。
図書館長
加藤　哲夫
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1) 角田柳作は、イェール大学の朝河貫一
と並んで、稲門出身者として戦前のアメリ
カにおいて日本文化を広めた先駆者であ
る。コロンビア大学の日本関係図書のコレ
クションに多大な貢献をしている。
2)「デジタルリポジトリ連合」とは、機関
リポジトリの設立やその導入過程を検討し
ている任意団体であり、全国28大学が参
加している。
3) 早稲田大学図書館は、国立情報学研究
所に設置されている「学術コンテンツ運営
連携本部」委員校として、私立大学として
は慶応義塾大学学術センターとともに参画
している。
